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東 日 本 に お け る 消 費 者 団 体 の 特 性 と 分 類 （ 首 都 圏 を 除 く ）

聖 霊 女 子 短 期 大 学　 山 下 泰 司

研_究 の 目 的　 こ の 研 究 の 目 的 は 消 費 者 団 体 を 整 理 分 類 し て 、 そ の 特 性 を あ き ら か に す る

こ と に あ る 。 そ の 結 果 は 消 費 者 団 体 の 今 後 の 方 向 、 行 政 と の 関 係 、 消 費 者 教 育 の 対 象 と し

て 団 体 を 考 え る に は 、 き わ め て 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。

研 究 の 左 法　 消 費 者 団 体 と は き わ め て あ い ま い な 表 現 出 あ る 。 こ の 研 究 で は 最 初 に 、 対

象 と な る 団 体 を 、 全 国 で 唯 一 の 資 料 で あ る 企 画 庁 の「 消 費 者 団 体 基 本 調 査 」 の な か か ら 分

類 の １ ま た は ２ に 属 す る 団 体 を リ ス ト ア ッ プ し 、 こ の リ ス ト を も と に 各 県 の 担 当 課 で 聴 取

を 行 い 「 消 費 者 団 体 」 を 確 定 し 、 こ の 団 体 に 対 し て100% の 回 収 を 目 的 に ア ン ケ ー ト 調 査 を

実 施 し た 。 特 に 団 体 設 立 時 の 事 情 は 団 体 の 性 格 を 明 確 に す る も の と 考 え 、 最 も 重 視 し て 調

査 を 行 な っ た 。

結_語　 調 査 対 象 は 茨 城 、 栃 木 、 新 潟 、 福 島 、 宮 城 、 山 形 、 秋 田 、 岩 手 、 青 森 、 北 海 道 の

1 0道 県 で あ る 。 結 論 は 次 の 通 り に ま と め ら れ る 。

１　 「 消 費 者 団 体 」 は 各 県 民 の 消 費 者 意 識 の 程 度 、 県 民 性 、 歴 史 、 行 政 と の 関 係 な ど に よ

っ て 非 常 に 異 な っ て い る た め 、 消 費 者 団 体 と 一 般 化 し て 考 え る の は 危 険 で あ る 。

２　 秋 田 。 山 形 、 新 潟 の 日 本 海 沿 岸 県 で は Ｆ婦 人 会 」 の 影 響 力 と 関 係 が 強 く 、 幹 鄙 の 老 齢

化 が 進 み 活 動 が 不 活 発 で あ る 。 ま た 行 政 の 指 導 力 が き わ め て 大 き い 。

３　 茨 城 、 栃 木 、 福 島 、 宮 城 の 太 平 洋 沿 岸 県 の 団 体 は 講 座 や モ ニ タ ー の 修 了 者 に よ る も の

が 多 く 、 行 政 か ら の 独 立 力 も 強 い 。 行 政 も 無 理 な 指 導 は し て い な い 。

４　 北 海 道 の 各 市 町 の 性 格 は 開 拓 の 歴 史 と 絡 み 合 っ て お り 、 団 体 の 性 格 も 複 雑 で あ る 。
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